






















































































































































































SalnpleBubbling　time　Average　TOC　　　　　　　　 　　　　 　　　C．V．　　　　　　　　　　　　　　S．D．　　（min）　　　　（mg／L）　　　　 　　　　　　　（％）
E 1．5
3．0
10
15
20．0
0．22
0ユ2
0．11
0．19　1．0
0．01　3．3
0．01　8．2
0．01　6．2
K 15
3．0
10
15
2．31
0．65
0ユ1
0．11
0．01　0．4
0．01　1．9
0．01　9．7
0．01　4．8
（π＝4）
十分であるためと考えられる．通気時間を3分間にするこ
とによりTOC値は低くなり10分間と15分間では同じ値
を示した．このことから外観上清浄な試料でも十分な注意
が必要であり，特に多量のICを含むミネラルウォーター
等のTOC測定に際しては，　IC除去時の通気処理時間に
留意することが重要である．
　厚生労働省通知5）では，TOCの検査にあたり変動係数
で10％以内の精度を確保することとされている．今回検
討した濁度2度及び6度の試料についての測定結果では，
この精度を十分に確保できている．また，試料E及びKに
ついては，TOC値が0．1mg／L程度と非常に低濃度であ
るため，変動係数はやや高いものの，10％以内であり，実
際の水質検査に十分対応できると思われる．なお，検量線
作成時の標準液の調製に用いる脱イオン水温の精製水は
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前述のように後者については一定の経過措置が設けられた
が，当面TOCと過マンガン酸カリウム消費量の両者を測
定することにより，その相関を把握することとされてい
る5）．
　当所では，以前からTOC定量装置を保有しているため，
過去に実施した各種の水質調査において，TOCと過マン
ガン酸カリウム消費量の両者を測定した例がある。それら
の測定例における両者の相関をFig．1に示す．測定した
試料はいずれも道内の河川水であり，一部は水道原水とし
て用いられている㊥＝128）．両項目の間には，明瞭な強
い正の相関（72＝0．9203）が認められたが，今後もさらに
データの蓄積に努める予定である．
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